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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被照明体をライン状に照明する照明装置であって、
　第１の光源と、
　第２の光源と、
　前記第１の光源が長手方向の一方の端部、前記第２の光源が長手方向の他方の端部に配
置され、前記第１の光源および前記第２の光源から発光された光を反射面により伝搬させ
ながら出射面から前記被照明体に出射させ、前記一方の端部を固定端とし前記他方の端部
を自由端とする棒状の導光部材と、
　前記導光部材の前記他方の端部を摺動可能に覆う包囲部を有する遮光部材と、を備え、
　前記包囲部は、前記導光部材の前記一方の端部側に突出され前記導光部材の前記出射面
を覆う遮光部と、前記遮光部に隣接して前記導光部材の反射面の一部を露出させる切り欠
き部と、を有することを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記切り欠き部は、前記出射面に隣接する反射面を露出させることを特徴とする請求項
１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記遮光部材は、前記導光部材の前記一方の端部に形成された被係止部と係止する係止
部と、前記導光部材の前記出射面と対向する反射面を覆う連結部とが一体で形成されてい
ることを特徴とする請求項１または２に記載の照明装置。
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【請求項４】
　前記係止部は、前記導光部材の前記遮光部材への挿入方向に沿って形成されていること
を特徴とする請求項３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記係止部は、前記遮光部材の長手方向における一方の端部から連続して形成されてい
ることを特徴とする請求項４に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記係止部は、前記導光部材の前記遮光部材への挿入方向に沿って形成される孔である
ことを特徴とする請求項４に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記第１の光源と前記第２の光源とを実装する基板、前記導光部材および前記遮光部材
を収容する収容部材を備え、
　前記導光部材は、前記遮光部材を介して前記収容部材内に保持されることを特徴とする
請求項１ないし６の何れか１項に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記導光部材の前記他方の端部に設けられた前記第２の光源から発光された光が入射す
る入射面は、前記切り欠き部と前記第２の光源との間に配置されることを特徴とする請求
項１ないし７の何れか１項に記載の照明装置。
【請求項９】
　請求項１ないし８の何れか１項に記載の照明装置と、
　前記被照明体からの反射光を結像する集光体と、
　前記集光体によって結像された光を受光して電気信号に変換するイメージセンサと、
を有することを特徴とするイメージセンサユニット。
【請求項１０】
　請求項９に記載のイメージセンサユニットと、
　前記イメージセンサユニットと前記被照明体とを相対的に移動させる移動部と、
　を有することを特徴とする画像読取装置。
【請求項１１】
　請求項９に記載のイメージセンサユニットと、
　前記イメージセンサユニットと前記被照明体とを相対的に移動させる移動部と、
　前記イメージセンサユニットにより読み取られた画像を記録媒体に形成する画像形成部
と、を有することを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明装置、イメージセンサユニット、画像読取装置および画像形成装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　光源、導光体などを有するイメージセンサユニットなどが知られている。特許文献１に
は、導光体の長手方向における自由端を覆う位置に遮光部材を滑動自在に遊挿したイメー
ジセンサユニットが開示されている。特許文献１のイメージセンサユニットは、雰囲気温
度などにより導光体が伸縮した場合であっても、導光体の自由端と光源との間から原稿に
向かって直接、照射される漏れ光を遮光部材が遮光することで、漏れ光の発生を防止する
ことができるものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－１４２７３８号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述したイメージセンサユニットの遮光部材は光源から原稿に向かって
照射される漏れ光を遮光できるものの、遮光部材内に入射されて遮光部材の内面に直接、
正反射された光が自由端側から漏れてしまう場合があった。特に、導光体が伸張した場合
に比べて収縮した場合には遮光部材の内面が露出されるために、遮光部材の内面に直接、
正反射される光が増え、漏れ光がより多く発生していた。したがって、雰囲気温度により
導光体の伸縮に応じて漏れ光が変動してしまうために、原稿に照明される照度の均一化を
図ることが困難であった。
【０００５】
　本発明は、上述したような問題点に鑑みてなされたものであり、導光部材が伸縮した場
合であっても被照明体に照明される照度の均一化を図ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の照明装置は、被照明体をライン状に照明する照明装置であって、第１の光源と
、第２の光源と、前記第１の光源が長手方向の一方の端部、前記第２の光源が長手方向の
他方の端部に配置され、前記第１の光源および前記第２の光源から発光された光を反射面
により伝搬させながら出射面から前記被照明体に出射させ、前記一方の端部を固定端とし
前記他方の端部を自由端とする棒状の導光部材と、前記導光部材の前記他方の端部を摺動
可能に覆う包囲部を有する遮光部材と、を備え、前記包囲部は、前記導光部材の前記一方
の端部側に突出され前記導光部材の前記出射面を覆う遮光部と、前記遮光部に隣接して前
記導光部材の反射面の一部を露出させる切り欠き部と、を有することを特徴とする。
　本発明のイメージセンサユニットは、上述した照明装置と、前記被照明体からの反射光
を結像する集光体と、前記集光体によって結像された光を受光して電気信号に変換するイ
メージセンサと、を有することを特徴とする。
　本発明の画像読取装置は、上述したイメージセンサユニットと、前記イメージセンサユ
ニットと前記被照明体とを相対的に移動させる移動部と、を有することを特徴とする。
　本発明の画像形成装置は、上述したイメージセンサユニットと、前記イメージセンサユ
ニットと前記被照明体とを相対的に移動させる移動部と、前記イメージセンサユニットに
より読み取られた画像を記録媒体に形成する画像形成部と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、導光部材が伸縮した場合であっても被照明体に照明される照度の均一
化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、導光部２０ａがフレーム１１に保持された状態を示す断面図である。
【図２】図２は、イメージセンサユニット１０を備えたＭＦＰ１００の外観を示す斜視図
である。
【図３】図３は、ＭＦＰ１００の画像形成部１１３の構造を示す概略図である。
【図４】図４は、イメージセンサユニット１０の斜視図である。
【図５】図５は、イメージセンサユニット１０の分解斜視図である。
【図６】図６は、イメージセンサユニット１０の断面図である。
【図７】図７は、イメージセンサユニット１０の一部を示す分解斜視図である。
【図８】図８は、導光部材２１の形状を示す図である。
【図９】図９は、導光部２０ａを一方側から見た分解斜視図である。
【図１０】図１０は、第２の包囲部３５の形状を示す図である。
【図１１】図１１は、図６に示す導光部２０ａの拡大図である。
【図１２Ａ】図１２Ａは、比較例の遮光部材７０を示す斜視図である。
【図１２Ｂ】図１２Ｂは、実施例の遮光部材３０を示す斜視図である。
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【図１３Ａ】図１３Ａは、比較例の遮光部材７０と導光部材２１との関係を示す断面図で
ある。
【図１３Ｂ】図１３Ｂは、実施例の遮光部材３０と導光部材２１との関係を示す断面図で
ある。
【図１４Ａ】図１４Ａは、比較例の遮光部材７０を用いたときに測定した照度の結果を示
すグラフである。
【図１４Ｂ】図１４Ｂは、実施例の遮光部材３０を用いたときに測定した照度の結果を示
すグラフである。
【図１５】図１５は、第２の実施形態の遮光部材８５の周辺の構成を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明を適用できる実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。本実施
形態は、照明装置と、この照明装置が適用されるイメージセンサユニット１０と、このイ
メージセンサユニット１０が適用される画像読取装置および画像形成装置である。画像読
取装置および画像形成装置では、イメージセンサユニット１０が被照明体としての原稿Ｐ
に光を照射し、反射光を電気信号に変換することで画像を読み取る。
　以下の説明においては、三次元の各方向を、Ｘ，Ｙ，Ｚの各矢印で示す。Ｘ方向が主走
査方向であり、Ｙ方向が主走査方向に直角な副走査方向であり、Ｚ方向が垂直方向（上下
方向）である。
【００１０】
　（第１の実施形態）
　まず、本実施形態に係る画像読取装置または画像形成装置の一例である多機能プリンタ
（ＭＦＰ；Ｍｕｌｔｉ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｐｒｉｎｔｅｒ）の構造について図２を参照
して説明する。図２は、ＭＦＰ１００の外観を示す斜視図である。図２に示すように、Ｍ
ＦＰ１００は、原稿Ｐからの反射光を読み取る画像読取手段としての画像読取部１０２と
、記録媒体としてのシート１０１（記録紙）に原稿Ｐの画像を形成（印刷）する画像形成
手段としての画像形成部１１３とを備えている。
【００１１】
　画像読取部１０２はいわゆるイメージスキャナーの機能を有するものであり、例えば以
下のように構成される。画像読取部１０２は、筐体１０３と、原稿載置部としてのガラス
製の透明板からなるプラテンガラス１０４と、原稿Ｐを覆うことができるように筐体１０
３に対して開閉自在に設けられるプラテンカバー１０５とを備えている。
　筐体１０３の内部には、照明装置を備えたイメージセンサユニット１０、保持部材１０
６、イメージセンサユニットスライドシャフト１０７、イメージセンサユニット駆動モー
タ１０８、ワイヤ１０９、信号処理部１１０、回収ユニット１１１、給紙トレイ１１２な
どが収納されている。
【００１２】
　イメージセンサユニット１０は、例えば密着型イメージセンサ（ＣＩＳ；Ｃｏｎｔａｃ
ｔ　Ｉｍａｇｅ　Ｓｅｎｓｏｒ）ユニットである。保持部材１０６は、イメージセンサユ
ニット１０を囲むように保持する。イメージセンサユニットスライドシャフト１０７は、
保持部材１０６をプラテンガラス１０４に沿って副走査方向に案内する。イメージセンサ
ユニット駆動モータ１０８は、イメージセンサユニット１０と原稿Ｐとを相対的に移動さ
せる移動部であり、具体的には保持部材１０６に取り付けられたワイヤ１０９を動かす。
回収ユニット１１１は筐体１０３に対して開閉自在に設けられ、印刷されたシート１０１
を回収する。給紙トレイ１１２は、所定のサイズのシート１０１を収容する。
【００１３】
　上述したように構成される画像読取部１０２では、イメージセンサユニット駆動モータ
１０８がイメージセンサユニットスライドシャフト１０７に沿ってイメージセンサユニッ
ト１０を副走査方向に移動させる。この際、イメージセンサユニット１０はプラテンガラ
ス１０４上に載置された原稿Ｐを光学的に読み取って、電気信号に変換することで、画像
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の読み取り動作を行う。
【００１４】
　図３は画像形成部１１３の構造を示す概略図である。
　画像形成部１１３はいわゆるプリンタの機能を有するものであり、例えば以下のように
構成される。画像形成部１１３は筐体１０３内部に収容されており、図３に示すように、
搬送ローラ１１４と、記録ヘッド１１５とを備えている。記録ヘッド１１５は、例えばシ
アンＣ、マゼンタＭ、イエローＹ、黒Ｋのインクを備えたインクタンク１１６（１１６ｃ
，１１６ｍ，１１６ｙ，１１６ｋ）と、これらのインクタンク１１６にそれぞれ設けられ
た吐出ヘッド１１７（１１７ｃ，１１７ｍ，１１７ｙ，１１７ｋ）から構成される。また
、画像形成部１１３は、記録ヘッドスライドシャフト１１８、記録ヘッド駆動モータ１１
９、記録ヘッド１１５に取り付けられたベルト１２０を有している。
【００１５】
　上述したように構成される画像形成部１１３では、給紙トレイ１１２から供給されたシ
ート１０１は、搬送ローラ１１４によって記録位置まで搬送される。記録ヘッド１１５は
、記録ヘッド駆動モータ１１９によりベルト１２０を機械的に動かすことで、記録ヘッド
スライドシャフト１１８に沿って印刷方向（主走査方向）に移動しつつ電気信号を基にシ
ート１０１に対して印刷を行う。印刷終了まで上述した動作を繰り返した後、印刷された
シート１０１は搬送ローラ１１４によって回収ユニット１１１に排出される。
　なお、画像形成部１１３としてインクジェット方式による画像形成装置を説明したが、
電子写真方式、熱転写方式、ドットインパクト方式などどのような方式であっても構わな
い。
【００１６】
　次に、本実施形態のイメージセンサユニット１０について図面を参照して説明する。図
４は、イメージセンサユニット１０の斜視図である。図５は、イメージセンサユニット１
０の分解斜視図である。図６は、イメージセンサユニット１０を副走査方向に沿って切断
した断面図である。
　イメージセンサユニット１０は、フレーム１１、導光部２０、光源５０、基板５５、集
光体５８、イメージセンサ６０などを備えている。これらの構成部材のうち、導光部２０
および光源５０は、照明装置として機能させることができる。また、上述した構成部材の
うち、フレーム１１、導光部２０、基板５５、集光体５８、イメージセンサ６０は、読み
取る原稿Ｐの主走査方向の寸法に応じた長さに形成されている。
【００１７】
　フレーム１１は、イメージセンサユニット１０の各構成部材を収容する収容部材である
。フレーム１１は、主走査方向に長い略直方体であり、内部には各構成部材を位置決めし
て支持できるように形成されている。図６に示すように、フレーム１１の上側の略中央に
は、集光体５８を収容する集光体収容部１２が主走査方向に形成されている。また、フレ
ーム１１には、集光体収容部１２を挟んだ両側には導光部２０を収容する導光収容部１３
が主走査方向に形成されている。導光収容部１３内には、後述する連結部４５の係合突起
１７と係合させるための係合部１４が主走査方向に間隔をあけて複数形成されている（図
５を参照）。また、フレーム１１の略中央には、基板５５を配置するための基板収容部１
５が主走査方向に亘ってフレーム１１の下側から凹状に形成されている。基板収容部１５
に収容された基板５５は、例えば固定ネジにより固定される。また、フレーム１１の主走
査方向の両端には、光源５０が配置される空間１６がフレーム１１の上下方向に開口して
形成されている（図５を参照）。また、フレーム１１は、例えば、黒色に着色された遮光
性を有する樹脂材料により形成される。樹脂材料には、例えばポリカーボネートが適用で
きる。
【００１８】
　導光部２０は、光源５０から発光された光をライン状に原稿Ｐへと導く。
　本実施形態のイメージセンサユニット１０は、原稿Ｐに照明される照度を増やすために
、２つの導光部２０（第１の導光部２０ａ、第２の導光部２０ｂ）を有すると共に、１つ
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の導光部２０に対して長手方向の両端にそれぞれ光源５０が配置される。
　第１の導光部２０ａおよび第２の導光部２０ｂは同一の構成であり、図４に示すイメー
ジセンサユニット１０の中心線ｃと主走査方向に配置された集光体５８とが交差する点Ｏ
を中心に点対称に配置されている。ここでは、第１の導光部２０ａを中心に説明する。
【００１９】
　図７は、図６のうち第１の導光部２０ａなどを示した斜視図である。
　導光部２０ａは、導光部材２１と遮光部材３０とを有し、遮光部材３０が導光部材２１
を保持することで構成されている。
　導光部材２１は、例えばアクリル系の樹脂などの透明な材料により形成され、主走査方
向に長い棒状に形成されている。
　導光部材２１は、主走査方向の両端部のうち一方の端部に第１の光源５０ａからの光を
入射させる入射面２２ａが形成され、他方の端部に第２の光源５０ｂからの光を入射させ
る入射面２２ｂが形成されている。第１の入射面２２ａおよび第２の入射面２２ｂは、主
走査方向に対して直交している。
【００２０】
　図８は、導光部材２１の断面図、正面図および側面図である。導光部材２１には、原稿
Ｐと対面する面に導光部材２１内に入射された光を原稿Ｐに向かって出射させる出射面２
３が形成されている。出射面２３は、上側に凸状の円弧状に形成されている。また、導光
部材２１は、出射面２３と対向する面に、入射面２２ａ、２２ｂから入射された光を反射
させて導光部材２１の長手方向に伝搬させる反射面２４が形成されている。反射面２４に
は、複数の拡散部２５が長手方向に間隔をあけて形成されている。拡散部２５はプリズム
形状に形成され、拡散部２５に入射された光を反射面２４の下側に向かって拡散させる。
下側に向かって拡散された光は、後述する遮光部材３０の反射面４９により反射されるこ
とで、導光部材２１の出射面２３から上側に向かって出射される。
【００２１】
　また、出射面２３および反射面２４以外の面は、それぞれ入射された光を反射させる反
射面として機能する。すなわち、導光部材２１には、出射面２３の一方側に隣接する反射
面２６と、他方側に隣接する反射面２７と、反射面２４と反射面２６との間に位置する反
射面２８とが形成されている。
　図７に示すように、導光部材２１の一方の端部には、被係止部として係止爪２９が一体
で形成されている。係止爪２９は、反射面２７から導光部材２１の長手方向に対して直交
する方向に突出している。
【００２２】
　遮光部材３０は、例えばポリカーボネートなどにより形成され、導光部材２１よりも主
走査方向に僅かに長く形成されている。遮光部材３０は、光の反射率を向上させるために
例えば白色に着色されている。
　遮光部材３０は、一方の端部に形成された第１の包囲部３１と、他方の端部に形成され
た第２の包囲部３５と、第１の包囲部３１と第２の包囲部３５とを繋ぐ連結部４５とを有
している。
　第１の包囲部３１は、主走査方向で見たときに外形が略矩形状であって、主走査方向に
貫通する挿通孔３２を有する略筒状に形成されている。挿通孔３２は、導光部材２１の断
面形状よりも大きな形状であり、導光部材２１を挿入可能である。導光部材２１が遮光部
材３０によって保持された状態では、導光部材２１の一方の端部は挿通孔３２内に位置す
ることで第１の包囲部３１によって覆われる。
　図９は、第１の包囲部３１を図７に示す矢印Ａ方向から見た斜視図である。図９に示す
ように、第１の包囲部３１は、上部の端面から主走査方向に向かって突出する庇部３３が
形成されている。また、第１の包囲部３１には、導光部材２１の係止爪２９に係止する凹
状の係止部３４が形成されている。係止部３４は、挿通孔３２に隣接した位置であって、
第１の包囲部３１の端面から連続して主走査方向に凹状に形成されている。なお、係止部
３４は、導光部材２１を遮光部材３０によって保持させるときに、後述するように導光部
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材２１の挿入方向に沿って形成されている。
【００２３】
　第２の包囲部３５は、主走査方向で見たときに外形が略矩形状であって、主走査方向に
貫通する挿通孔３６を有する略筒状に形成されている。挿通孔３６は、導光部材２１の断
面形状よりも大きな形状であり、導光部材２１を挿入可能である。導光部材２１が遮光部
材３０によって保持された状態では、導光部材２１の他方の端部は挿通孔３６内に位置す
ることで第２の包囲部３５によって覆われる。
　図１０は、第２の包囲部３５の正面図および側面図である。図１０では、導光部材２１
を二点鎖線で示している。第２の包囲部３５のうち上部３７は導光部材２１を上側から覆
う。また、側部３８および側部３９は、導光部材２１の反射面２６、反射面２７を側方か
ら覆う。また、下部４０は、導光部材２１の反射面２４、反射面２８を下側から覆う。
【００２４】
　第２の包囲部３５は、上部３７の端面から主走査方向に突出する庇部４１が形成されて
いる。庇部４１は、第１の包囲部３１の庇部３３と同一形状である。第２の包囲部３５は
、上部３７から第１の包囲部３１側に向かって突出する遮光部４２を有している。遮光部
４２は、導光部材２１の出射面２３を上側から覆うことで、漏れ光を遮蔽することができ
る。
　遮光部４２が形成された領域（図１０に示すＱ）では、遮光部４２に隣接して、第２の
包囲部３５の側部３９が切り欠かれた切り欠き部４３が形成されている。したがって、遮
光部４２が形成された領域では、導光部材２１の反射面２６および反射面２８の一部が露
出される。
【００２５】
　連結部４５は、断面略Ｕ字状であって、主走査方向に沿って導光部材２１と略同一の長
さに形成されている。具体的には、連結部４５は、第２の包囲部３５のうち集光体５８が
配置される側を開口した断面形状である。導光部材２１が遮光部材３０によって保持され
た状態では、導光部材２１の略半分が連結部４５によって覆われる。
　図１１は、図６に示す導光部２０ａの拡大図である。図１１に示すように、連結部４５
は、第２の包囲部３５のうち遮光部４２および側部３９を省略した形状である。連結部４
５のうち上部４６は、導光部材２１の出射面２３の一部を上側から覆うことにより、原稿
Ｐに出射させる光の方向を規制する。また、側部４７は、導光部材２１の反射面２７を側
方から覆う。また、下部４８は、導光部材２１の反射面２４を下側から覆う。
【００２６】
　ここで、下部４８の内周面の一部は、断面略Ｕ字状の開口方向に向かって下側に傾斜す
る反射面４９が形成されている。反射面４９は、導光部材２１の拡散部２５によって下側
に向かって拡散された光を導光部材２１の出射面２３側に反射させる。なお、連結部４５
の上部４６の内周面および側部４７の内周面も光を反射させる機能を有している。
　また、側部４７の外側面には、長手方向に間隔をあけて複数の被係合部としての係合突
起１７が形成されている。係合突起１７はフレーム１１の係合部１４と係合することで、
遮光部材３０がフレーム１１内で保持される。
【００２７】
　導光部材２１を遮光部材３０によって保持させる場合には、導光部材２１の他方の端部
を遮光部材３０の第１の包囲部３１の挿通孔３２に挿入した後、連結部４５内から、遮光
部材３０の第２の包囲部３５の挿通孔３６の順に挿入する。導光部材２１の係止爪２９が
遮光部材３０の第１の包囲部３１の係止部３４に係止するまで、導光部材２１を挿入する
ことで、導光部材２１が遮光部材３０によって保持される。このように、係止部３４は導
光部材２１の挿入方向に沿って形成されている。
【００２８】
　光源５０は、光を発光することで導光部２０を介して原稿Ｐに光を出射する。光源５０
には、ＬＥＤチップ５１が実装されたＬＥＤモジュール５２が用いられている。本実施形
態は、第１の導光部２０ａの長手方向の両端に第１の光源５０ａ、第２の光源５０ｂが配
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置され、第２の導光部２０ｂの長手方向の両端に第３の光源５０ｃ、第４の光源５０ｄが
配置される。第１の光源５０ａ～第４の光源５０ｄは、同一の構成であり、以下では、第
１の導光部２０ａの両端に配置される第１の光源５０ａ、第２の光源５０ｂを中心に説明
する。
　図７に示すように、光源５０としてのＬＥＤモジュール５２は、表面にＬＥＤチップ５
１が実装されたいわゆる表面実装型のＬＥＤモジュールである。ＬＥＤモジュール５２は
、略直方体に形成された筐体５３を有する。筐体５３の表面の一部には凹状に形成され、
発光部としてのＬＥＤチップ５１が配置されている。ここでは、複数（例えば３つ）のＬ
ＥＤチップ５１（５１ａ、５１ｂ、５１ｃ）が、透明樹脂によって封止された状態で配置
されている。ＬＥＤチップ５１ａ、５１ｂ、５１ｃには、例えば赤、緑および青などの発
光波長を有するＬＥＤチップが適用できる。
【００２９】
　基板５５は、主走査方向に長い平板状に形成される。基板５５の実装面５６は、上下方
向に対して直交している。基板５５の実装面５６上には、ＬＥＤモジュール５２を発光さ
せるための駆動回路などが実装されている。
　集光体５８は、原稿Ｐからの反射光をイメージセンサ６０上に結像する光学部材である
。集光体５８は、例えば複数の正立等倍結像型の結像素子（ロッドレンズ）が主走査方向
に直線状に配列されるロッドレンズアレイが適用できる。集光体５８は、フレーム１１の
集光体収容部１２に上側から挿入され、導光収容部１３内に保持される。なお、集光体５
８は、イメージセンサ６０上に結像できればよく、上述した構成に限定されない。集光体
５８には各種マイクロレンズアレイなど、従来公知の各種集光機能を有する光学部材が適
用できる。
【００３０】
　イメージセンサ６０は、基板５５に実装され、集光体５８の下側に配置される。図７に
示すように、イメージセンサ６０は、イメージセンサユニット１０の読み取りの解像度に
応じた複数の受光素子（受光素子は光電変換素子ということもある）から構成されるイメ
ージセンサＩＣ６１の所定数を基板５５の実装面５６上に主走査方向に直線状に配列して
実装される。イメージセンサ６０は、原稿Ｐから反射され集光体５８によって結像された
反射光を受光して電気信号に変換する。なお、イメージセンサ６０は、原稿Ｐから反射さ
れた反射光を電気信号に変換できるものであればよく、上述した構成に限定されない。イ
メージセンサＩＣ６１には、従来公知の各種イメージセンサＩＣが適用できる。
【００３１】
　上述したように構成されるイメージセンサユニット１０の組み立て方法について説明す
る。まず、イメージセンサ６０を予め実装した基板５５の長手方向の両端に、第１の光源
５０ａ～第４の光源５０ｄとしてのＬＥＤモジュール５２を実装する。
　次に、ＬＥＤモジュール５２が実装された基板５５をフレーム１１の下側から基板収容
部１５に挿入して、例えば固定ネジにより固定する。このとき、ＬＥＤモジュール５２は
、フレーム１１の空間１６内に配置される。次に、集光体５８をフレーム１１の上側から
集光体収容部１２に挿入して、例えば接着剤により固定する。また、第１の導光部２０ａ
および第２の導光部２０ｂをフレーム１１の上側から導光収容部１３にそれぞれ挿入する
。フレーム１１の導光収容部１３に形成された係合部１４が導光部２０ａ、２０ｂの連結
部４５に形成された係合突起１７と係合することにより、導光部２０ａ、導光部２０ｂが
フレーム１１に保持される。このとき、第１の包囲部３１の庇部３３および第２の包囲部
３５の庇部４１がそれぞれＬＥＤモジュール５２ｂの筐体５３の上部に載置される。
【００３２】
　図１は、図４に示すＩＩ－ＩＩ線の断面図（あるいは図１１に示すＩＩ－ＩＩ線も参照
）であり、導光部２０ａがフレーム１１に保持された状態を示している。
　図１に示すように、導光部２０ａがフレーム１１に保持された状態では、導光部材２１
の入射面２２ａに第１の光源５０ａのＬＥＤチップ５１が対面し、導光部材２１の入射面
２２ｂに第２の光源５０ｂのＬＥＤチップ５１が対面する。このとき、入射面２２ｂは、
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第２の光源５０ｂと、切り欠き部４３との間に配置される。また、第１の包囲部３１が導
光部材２１の一方の端部を覆い、第２の包囲部３５が導光部材２１の他方の端部を覆う。
【００３３】
　上述したように構成されるイメージセンサユニット１０では、光源５０を発光させるこ
とにより、図６に示すように、第１の導光部２０ａおよび第２の導光部２０ｂから原稿Ｐ
の下面に対して矢印Ｒ１、Ｒ２に示すように光を出射する。したがって、原稿Ｐには読取
ラインＳ（主走査方向）に亘ってライン状に光が出射される。この光は原稿Ｐによって反
射されることで、集光体５８を介して反射光がイメージセンサ６０上に結像される。イメ
ージセンサ６０は、結像された反射光を電気信号に変換することで、原稿Ｐの下面の画像
を読み取ることができる。
【００３４】
　イメージセンサ６０が反射光を１走査ライン分読み取ることで、原稿Ｐの主走査方向に
おける１走査ラインの読み取り動作を完了する。１走査ラインの読み取り動作終了後、原
稿Ｐの副走査方向への相対的な移動に伴い、上述する動作と同様に次の１走査ライン分の
読み取り動作が行われる。このようにイメージセンサユニット１０が副走査方向に移動し
ながら１走査ライン分ずつ読み取り動作を繰り返すことで、原稿Ｐの全面が順次走査され
て反射光により画像の読み取りが行われる。
【００３５】
　上述したように構成されるイメージセンサユニット１０では、読み取り動作時には高温
になり、停止時には室温付近まで冷却される。このとき、導光部材２１は、フレーム１１
あるいは遮光部材３０と異なる材料により形成されているために、フレーム１１や遮光部
材３０との間で伸縮率が異なる。具体的には、導光部材２１は、フレーム１１や遮光部材
３０よりも伸縮率が大きいため、高温になるほど長手方向に伸張し、低温になるほど長手
方向に収縮する。
　ここで、導光部材２１の一方の端部は係止爪２９により遮光部材３０に係止されている
ために固定端となる。したがって、第１の光源５０ａと入射面２２ａとの隙間は温度に関
わらずほぼ一定である。一方、導光部材２１の他方の端部は遮光部材３０に係止されてい
ないために自由端となる。したがって、第２の光源５０ｂと入射面２２ｂとの隙間は、導
光部材２１が伸縮することによって変動する。
【００３６】
　特に、導光部材２１が収縮して、第２の光源５０ｂと入射面２２ｂとの隙間が大きくな
った場合には、第２の包囲部３５の挿通孔３６の内周面が露出される。そのため、従来で
は、第２の光源５０ｂから発光された光が、挿通孔３６の内周面に直接、反射される光が
増えて、反射された光が導光部材２１の出射面２３から原稿Ｐに向かって出射され、漏れ
光として多く発生していた。すなわち、雰囲気温度による導光部材２１の伸縮に応じて漏
れ光が変動するために、導光部材２１から出射され原稿Ｐに照射される照度を均一化する
ことが困難であった。
　そこで、本実施形態では、第２の包囲部３５の上部３７から第１の包囲部３１に向かっ
て突出する遮光部４２が形成したことにより、挿通孔３６の内周面に反射された光が遮光
部４２により遮蔽されることから、原稿Ｐに向かって出射されることを防止することがで
きる。また、遮光部４２により遮蔽された光は、遮光部４２により反射され、図１に示す
ように、遮光部４２により反射された光の一部が導光部材２１内を通って切り欠き部４３
を通して、導光部２０ａの下側に出射される。すなわち、導光部２０ａの下側に出射され
た光は、フレーム１１により減光され、漏れ光の発生を防止することができる。したがっ
て、導光部材２１が伸縮した場合であっても、原稿Ｐに照明される照度を均一化すること
ができる。
【００３７】
　ここで、比較例として遮光部を形成しない遮光部材を用いたときの光の照度と、実施例
として本実施形態の遮光部４２を形成した遮光部材３０を用いたときの光の照度について
解析する。
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　（比較例）
　図１２Ａは、比較例の遮光部材７０の斜視図である。図１２Ａに示すように、遮光部材
７０の包囲部（第２の包囲部）７１は、本実施形態の遮光部を形成されていないことを除
き実施例と同様の形状であり、同一符号を付して説明を省略する。
　図１３Ａは、比較例の遮光部材７０の包囲部７１と導光部材２１との関係を示す断面図
である。ここでは、比較例の遮光部材７０の包囲部７１の主走査方向の寸法ｔを３ｍｍと
する。包囲部７１の一方側の端部からの導光部材２１の距離Ｌ１を変更させたときに、第
２の光源５０ｂから主走査方向（ｘ方向）に応じた読取ラインＳの照度を測定する。
【００３８】
　図１４Ａは、測定した照度の結果を示すグラフであり、縦軸が照度［Ｗ／ｍｍ2］を示
し、横軸が光源５０ｂからの距離ｘ［ｍｍ］を示している。また、図１４Ａにおいて、実
線で示す特性線８１がＬ１＝０．７ｍｍのときの照度変化であり、破線で示す特性線８２
がＬ１＝１．７ｍｍのときの照度変化であり、一点鎖線で示す特性線８３がＬ１＝２．７
ｍｍのときの照度変化である。図１４Ａに示すように、遮光部を形成しない場合、導光部
材２１の入射面２２ｂと第２の光源５０ｂとの隙間が大きくなるほど漏れ光が増えてしま
い、照度の均一化を図ることができない。
【００３９】
　（実施例）
　図１２Ｂは、実施例の遮光部材３０の斜視図であり、図７に示す矢印Ｂ方向から見た図
に相当する。遮光部材３０は、上述した実施形態と同様の形状であり、同一符号を付して
説明を省略する。
　図１３Ｂは、実施例の遮光部材３０の第２の包囲部３５と導光部材２１との関係を示す
断面図である。ここでは、実施例の遮光部材３０の第２の包囲部３５のうち遮光部４２を
除いた主走査方向の寸法ｔを３ｍｍとし、遮光部４２の主走査方向の寸法ｕを２ｍｍとす
る。第２の包囲部３５の一方側の端部からの導光部材２１の距離Ｌ２を変更させたときに
、第２の光源５０ｂから主走査方向（ｘ方向）に応じた読取ラインＳの照度を測定する。
【００４０】
　図１４Ｂは、測定した照度の結果を示すグラフであり、縦軸が照度［Ｗ／ｍｍ2］を示
し、横軸が光源５０からの距離ｘ［ｍｍ］を示している。また、図１４Ｂにおいて、実線
で示す特性線９１がＬ２＝０．７ｍｍのときの照度変化であり、破線で示す特性線９２が
Ｌ２＝１．７ｍｍのときの照度変化であり、一点鎖線で示す特性線９３がＬ２＝２．７ｍ
ｍのときの照度変化である。図１４Ｂに示すように、遮光部４２を形成した場合、導光部
材２１の入射面２２ｂと第２の光源５０ｂとの隙間が大きくなったとしても比較例と比べ
て漏れ光が増えることがなく、照度の均一化を図ることができる。
【００４１】
　以上、本実施形態によれば、第２の包囲部３５は、導光部材２１の一方の端部側に突出
し導光部材２１の出射面２３を覆う遮光部４２と、遮光部４２に隣接して導光部材２１の
反射面の一部、具体的には反射面２６を露出させる切り欠き部４３とを有する。このよう
に構成することで、特に、導光部材２１が収縮して第２の光源５０ｂと入射面２２ｂとの
隙間が大きくなった場合であっても、第２の光源５０ｂから直接、第２の包囲部３５の挿
通孔３６の内周面によって反射された光を遮光部４２によって遮蔽することで原稿Ｐに出
射されることを防止できる。また、遮光部４２により遮蔽された光は、遮光部４２により
反射され、その一部を切り欠き部４３を通して逃がすことで、再び原稿Ｐに出射されるこ
とを防止できる。したがって、雰囲気温度によって導光部材２１が伸縮した場合であって
も、導光部材２１から出射されて原稿Ｐが照明される照度を均一化することができる。
【００４２】
　また、本実施形態では、切り欠き部４３は、出射面２３に隣接する反射面２６を露出さ
せている。ここで、切り欠き部４３が導光部材２１の反射面のうち出射面２３の対向する
反射面２４を露出させた場合には、多くの光が切り欠き部４３を通して逃げてしまい、導
光部材２１から出射される光量が低下してしまうおそれがある。そこで、切り欠き部４３
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が出射面２３に隣接する反射面２６を露出させることで遮光部４２により反射された光を
適度に逃がし、導光部材２１から出射される光量を低下させないようにしている。
【００４３】
　また、本実施形態では、遮光部材３０には、導光部材２１の一方の端部に形成された係
止爪２９と係止する係止部３４と、導光部材２１の出射面２３と対向する反射面２４を覆
う連結部４５とが一体で形成されている。したがって、導光部材２１と遮光部材３０とを
組み付けるだけで、導光部材２１の一方の端部を固定端となるよう係止され、導光部材２
１の他方の端部を自由端となるように第２の包囲部３５により摺動可能に覆うことができ
る。
　また、本実施形態では、導光部材２１が遮光部材３０を介してフレーム１１に保持され
ている。したがって、フレーム１１の狭い空間内に導光部材２１と遮光部材３０とを別々
に組み付ける必要がないので、組み付けを容易に行うことができる。
【００４４】
　（第２の実施形態）
　次に、第２の実施形態の遮光部材について図１５を参照して説明する。なお、第１の実
施形態と同様の構成は、同一符号を付してその説明を省略する。
　図１５は、本実施形態の遮光部材の構成を示す斜視図である。
　本実施形態の遮光部材８５は、第１の包囲部８６が断面略Ｕ字状であって、連結部４５
と同様に集光体５８が配置される側を開口した断面形状である。したがって、導光部材２
１が遮光部材８５に保持された状態では、導光部材２１の一方の端部の一部のみが第１の
包囲部８６によって覆われる。具体的には、導光部材２１の一方の端部のうち、出射面２
３の一部および出射面２３に隣接する反射面２６が露出させる。
【００４５】
　また、第１の包囲部８６には、導光部材２１の係止爪２９に係止する係止部８７が形成
されている。本実施形態の係止部８７は、第１の包囲部８６の端面から主走査方向から離
れた位置であって、主走査方向に対して直交する方向に沿って形成された孔である。
　一方、遮光部材８５の第２の包囲部３５は、第１の実施形態と同様に挿通孔３６が形成
されている。したがって、導光部材２１を遮光部材８５によって保持させる場合、第１の
実施形態と異なり、導光部材２１の他方の端部を第１の包囲部８６ではなく、直接、第２
の包囲部３５の挿通孔３６に挿入する。その後、導光部材２１を主走査方向と直交する方
向から遮光部材８５内に嵌め込むように挿入する。このとき、導光部材２１の係止爪２９
を主走査方向と直交する方向から第１の包囲部８６の係止部８７の孔に沿って挿入するこ
とで、導光部材２１が遮光部材８５によって保持される。
【００４６】
　このように、遮光部材８５の第１の包囲部８６を主走査方向に対して直交する方向に開
口させることで、導光部材２１の他方の端部を第２の包囲部３５の挿通孔３６のみに挿入
すればよく、導光部２０を容易に組み立てることができる。また、導光部材２１の他方の
端部を第２の包囲部３５の挿通孔３６のみに挿入すれば組み立てられるので、導光部材２
１が挿通孔３６に挿入するときに両者が接触してしまう長さを少なくでき、導光部材２１
が傷付くことを防止することができる。
　また、第１の包囲部８６に形成された係止部８７は、導光部材２１を主走査方向と直交
する方向から遮光部材８５内に嵌め込むときの挿入方向に沿った孔である。この孔により
、導光部材２１を遮光部材８５内に嵌め込むだけで、導光部材２１の一方の端部を固定端
となるよう係止させることができる。また、係止部８７は主走査方向に対して直交する方
向に沿って形成された孔であるために、導光部材２１の係止爪２９を係止部８７に係止す
ることで、導光部材２１の主走査方向における位置決め精度を向上させることができる。
【００４７】
　また、本実施形態の第１の包囲部８６は、端面に位置合わせ部８８が一体で形成されて
いる。位置合わせ部８８は、第１の包囲部８６の端面から主走査方向に沿って突出する、
例えば複数（２つ）の円柱状の突起８９である。位置合わせ部８８は、後述する第１の光
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【００４８】
　第１の光源９５ａは、ＬＥＤチップ５１が配置されたトップビュータイプの表面実装型
のＬＥＤパッケージ９６が回路基板９７上に実装して構成されている。回路基板９７は、
被位置合わせ部９８が形成される。被位置合わせ部９８は、例えば複数（２つ）の挿入孔
９９である。したがって、第１の包囲部８６の位置合わせ部８８を回路基板９７の被位置
合わせ部９８に係合することで、遮光部材８５を介して導光部材２１と第１の光源９５ａ
とが位置決めされる。なお、位置合わせ部８８の突起８９を被位置合わせ部９８の挿入孔
９９に挿入し、回路基板９７から露出する突起８９の先端を熱かしめすることで、遮光部
材８５と回路基板９７とを結合することができる。また、回路基板９７には上述した基板
５５とＬＥＤパッケージ９６とを電気的に接続するための回路パターンが形成され、回路
基板９７を基板５５に接続することで、基板５５からＬＥＤパッケージ９６に給電される
。
　なお、第２の包囲部３５にも位置合わせ部８８を形成してもよく、導光部２０の他方の
端部に配置される第２の光源９５ｂを第１の光源９５ａと同様に構成してもよい。
【００４９】
　以上、本発明を上述した実施形態と共に説明したが、本発明は上述した実施形態にのみ
限定されるものではなく、本発明の範囲内で変更などが可能であり、上述した実施形態を
適宜、組み合わせてもよい。
　例えば、第１の実施形態では、導光部材２１の反射面２４に拡散部２５を形成する場合
について説明したがこの場合に限られない。例えば反射面２４にシルク印刷などによる光
反射性の塗料からなる光拡散パターンを形成してもよい。入射面２２から入射された光は
光拡散パターンによって拡散されることで、出射面２３から出射され原稿Ｐに照射される
。この場合には、遮光部材３０の連結部４５を省略して、第１の包囲部３１と第２の包囲
部３５とを別々に構成することができる。
【００５０】
　また、第１の実施形態では、集光体５８の両側に第１の導光部２０ａと第２の導光部２
０ｂとを配置するイメージセンサユニット１０について説明したが、この場合に限られず
、第１の導光部２０ａまたは第２の導光部２０ｂの何れか一方のみで構成してもよい。
　また、第１の実施形態では、フレーム１１の上方向を覆うように平板状のカバーガラス
を配置してもよい。カバーガラスを配置することで、フレーム１１内に塵が侵入するのを
防止することができる。なお、カバーガラスはガラスに限られず、例えばアクリルやポリ
カーボネートなどの透明な樹脂材料の表面に必要に応じてハードコートを施した部材が適
用できる。
【符号の説明】
【００５１】
　１０：イメージセンサユニット　１１：フレーム（収容体）　２０（２０ａ、２０ｂ）
：導光部　２１：導光部材　２２ａ、２２ｂ：入射面　２３：出射面　２４：反射面　２
６～２８：反射面　２９：係止爪　３０：遮光部材　３１：第１の包囲部　３４：係止部
　３５：第２の包囲部　４２：遮光部　４３：切り欠き部　４５：連結部　５０：光源　
５０ａ：第１の光源　５０ｂ：第２の光源　５５：基板　８５：遮光部材　８７：係止部
　１００：ＭＦＰ（画像読取装置、画像形成装置）　１０２：画像読取部　１１３：画像
形成部
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